
  

 

 

９月の生活目標:

 

個性が輝いています！        校 長 桒村 洋子 
２学期の始業式に、日本からたくさんの子どもたちが戻ってきました！と言っても 3 人で

す。でも、「たくさん」と実感するのは、きっと一人ひとりの個性が輝いているからなので

しょう。お弁当を食べる時、休み時間に遊ぶ時、太鼓の練習をする時…一緒に過ごす仲間が

増えると、楽しいです。 

先日、休日に遊ぶ約束をしている男子二人の会話を聞いていて驚きました。フィッシュマ

ーケットに行って自分たちで魚を買い、捌いてからそれを使って料理をするというのです。

ゲームをするとか公園で遊ぶとか、そういうことなら納得なのですが、魚を捌く！なんて。

休日明けに聞いてみると、アクアパッツァとさつま揚げを作ったそうです。さらに驚きまし

た。リヤド日本人学校には、こんな個性の豊かな子どもたちが毎日楽しく過ごしています。

行事の多い２学期、どんなドラマが繰り広げられるのか、本当に楽しみです。 

避難訓練 
「バッコーン！」すごい爆撃音で避難訓練が始まりました。９月 1 日（火）13 時 30 分、

リヤドが攻撃された想定です。「爆撃です！オアシスに逃げて！」放送機器がないので叫ぶ

しか方法がありません。腰をかがめたり匍匐前進をしたりしながら、子どもたちは自分なり

に考えた方法でオアシス学級の教室まで逃げてきました。頭を抱えてしばらく収まるのを待

ち、スポーツホールの地下室に全員で避難しました。避難していることを、保護者の方や理

事長さんに連絡をして訓練は終了です。 

今回は、大使館の警備担当で PTA 会長でもある山本さんが講師で来てくださいました。山

本さんが「このリヤドでは、避難訓練の中でも、爆撃時を想定したものが一番可能性として

高いのです」とおっしゃった時、改めて気持ちが引き締まりました。こちらに来て、毎日が

平穏で、それに慣れてきていましたが、そうではないのです。子どもたちがどうかこのよう

な怖い状況に遭遇しないように祈るばかりです。 

今井さんのお話 
９月の全校朝会から、リヤドで活躍されている方にお話をうかがうという企画を進めてい

ます。今月は、三菱 UFJ 銀行の今井さんです。今井さんには、今年度の学校運営理事会事務

局として大変お世話になっております。幼少期よりサッカーに夢中になって過ごした中で、

楽しいだけでなく挫折も体験したり、厳しいけれど尊敬できる監督さんから「人に幸せをも

たらすのは人だ」ということを教えてもらったりというお話をしてくださいました。子ども

たちから「どうすれば夢中になれるものを見つけることができるのか？」や「苦手な人とも

うまく関わるにはどうすればいいのか？」「サッカーの練習法、好きなチームや選手は？」

という質問にも丁寧に答えてくださいました。 
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また、銀行の仕事についても子どもたちに分かりやすく話してくださいました。「貸した

お金が返ってこない時はどうするのか？」「返済の期限は？」など銀行の仕事の内容が分か

ってできる質問も子どもたちから出てきました。 

最後に「子どもの時にしかできない事をたくさん経験すること。今、リヤドでいるという

ことを大切に。」というメッセージをいただきました。その時、自分が子どもの時に見たと

てつもなく大きなモノが、大人になって見ると「なーんだ、こんなに小さかったのか」と思

った日の事を思い出しました。子どもの時にしか味わえない未知のものに対するワクワク

感。今しかないのですね。だからこそ、ここで経験するすべてのことを大切に過ごしていき

たいと改めて思いました。今井さん、ありがとうございました。 

 

 

 


